
の
中
に
は
世
間
に
傍
心
の
出
で
澱
嵩
め
、
参
照
に
由
な
き

も
の
も
あ
る
．
そ
れ
で
あ
る
か
ら
縦
し
年
月
事
實
に
多
少

の
戚
違
ひ
壁
え
蓮
ひ
は
あ
ら
う
こ
も
、
時
代
の
概
念
を
享

ロ
ー
マ

け
、
氣
分
を
味
ひ
、
思
想
を
酌
み
分
く
る
上
に
得
て
本
書

は
爾
ほ
其
場
値
を
失
は
訟
の
で
あ
る
。

ン
ヂ
．
ク
時
代
に
於
け
る
一
青
年
史
家
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生
立
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U

　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
も

　
　
［
　
　
　
　
　
叫
ワ

一
、
本
講
演
の
動
槻
及
び
奥
料

二
、
ナ
ボ
ソ
ナ
ン
畔
代
、
幼
少
期

三
、
・
i
一
、
ン
チ
ソ
ク
環
境

四
、
ラ
ン
ケ
の
ロ
ー
一
、
ン
チ
ソ
ク
前
期

　
蔓
生
及
び
敦
師

玉
、
ラ
ン
ケ
の
ロ
1
｝
、
ン
チ
ソ
グ
中
川
酬

　
伯
林
の
膏
年
数
授

六
、
ラ
ン
ケ
の
ロ
；
一
、
ン
チ
ソ
ク
後
期

　
　
第
五
巷
　
　
研
究

文
學
博
士

坂

口

　
南
方
研
究
放
行

七
、
結
論
　
か
く
生
ひ
立
つ
糞
歴
巡
家

・
ー
マ
ン
チ
ツ
ク
時
代
に
於
け
る
一
膏
年
吏
家
の
血
温

（（

C
　
一
）

昂

　
諸
君
！
今
日
こ
の
題
の
下
に
御
話
致
し
ま
す
の
は
、
歴

史
家
レ
オ
ボ
ー
ル
ド
・
フ
ナ
ン
・
ラ
ン
ケ
の
こ
ご
に
強
し
て

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
叫
、
本
講
漬
の
動
機
及
び
実
料

　
時
は
一
入
七
五
年
、
ラ
ン
ケ
削
髪
に
八
十
歳
、
彼
の
長

き
生
涯
を
回
顧
し
、
『
何
た
る
大
墾
蓬
、
何
た
る
大
事
件
に

満
ち
た
る
時
期
よ
』
ご
叫
び
、
徐
う
に
そ
の
間
の
史
學
登

・
展
の
由
來
を
指
摘
し
た
。
そ
の
内
に
史
書
史
上
吾
人
の
傾

　
　
　
　
　
　
．
第
一
號
　
　
　
二
一
　
（
二
ご



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究

聴
に
逸
す
る
言
葉
が
あ
る
、
曰
く
、
『
歴
史
研
究
は
ナ
ボ
レ

　
　
イ
デ
セ
ン

オ
ソ
思
想
の
天
下
猫
裁
に
封
ず
る
反
抗
に
於
て
固
有
に
爽

生
し
た
。
二
ー
ブ
ー
川
の
羅
馬
史
が
學
界
の
内
に
外
に
及

ぼ
し
た
偉
大
な
る
影
響
は
、
こ
の
反
抗
を
幕
礎
ご
し
て
居

る
。
當
時
、
】
個
の
統
】
的
支
配
に
樹
立
し
て
は
特
殊
の

生
活
、
　
一
個
の
廣
大
な
る
國
家
鞍
展
の
う
ち
に
は
諸
種
の

内
部
の
事
情
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
劃
抗
に

準
じ
て
、
學
者
の
著
書
に
於
て
す
・
ら
到
る
こ
こ
ろ
熟
烈
な

る
競
孚
心
を
喚
起
し
た
。
』
（
中
略
）
老
歴
史
家
は
更
に
語
を

つ
ぎ
、
父
母
『
晦
澁
難
解
な
る
學
問
も
、
多
か
れ
少
か
れ

一
個
の
政
治
的
色
彩
を
帯
び
て
居
た
り
乙
の
樹
抗
の
紛
雫

は
、
哲
學
及
び
神
西
に
依
っ
て
何
等
か
李
げ
ら
れ
た
か
ご

い
ふ
に
さ
う
で
な
い
、
却
て
一
一
ふ
か
く
刺
撃
さ
れ
た
。

見
わ
た
す
限
b
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
於
て
も
活
濃
な
運
動
が

高
ま
っ
た
。
こ
の
眞
中
に
、
余
は
伯
林
に
於
て
、
一
青
年

算
授
と
し
て
生
活
し
、
近
代
史
研
究
に
着
手
し
て
、
余
が

當
僻
．
な
ほ
之
に
於
て
貫
け
て
居
る
ご
思
っ
た
科
學
的
傾
向

ロ
ー
マ
ン
チ
ソ
ク
畔
代
に
於
け
る
一
青
年
更
家
の
生
立

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
二
　
（
二
二
）

を
取
ら
う
こ
し
た
、
こ
の
研
究
た
る
、
や
が
て
余
を
し
て

先
づ
ヅ
イ
ー
ン
次
に
イ
タ
リ
ャ
族
行
に
上
ら
し
め
た
る
も

の
で
あ
る
』
ご
物
語
っ
て
居
る
。

　
こ
の
引
用
の
言
葉
の
う
ち
に
、
本
講
演
の
動
機
が
伏
在

し
て
居
る
。
御
承
知
の
通
り
、
今
よ
り
百
年
前
、
十
九
世

紀
の
上
三
分
の
一
期
は
癌
化
史
上
所
謂
ロ
」
マ
ン
デ
ッ
ク

時
代
で
み
る
。
而
し
て
こ
の
思
潮
は
當
時
の
政
治
上
大
切

動
、
帥
ち
佛
蘭
西
大
革
命
及
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
に
刺

撃
さ
れ
て
大
成
し
た
。
本
講
演
の
夢
人
公
ラ
ン
ケ
は
、
彼

自
ら
の
非
凡
な
る
天
分
を
以
て
し
て
も
、
な
ほ
こ
の
當
時

暖
古
未
曾
有
の
雰
園
氣
の
う
ち
で
始
め
て
生
ひ
立
つ
た
。

こ
れ
を
今
日
流
行
の
標
語
を
用
ひ
て
い
は
い
世
界
改
造
蓮

動
が
當
時
に
も
あ
っ
て
、
そ
の
渦
中
か
ら
捲
き
起
さ
れ
て

來
た
青
年
史
家
の
一
人
が
即
ち
ラ
ソ
ヶ
で
あ
っ
．
た
．
臓
ふ

る
に
、
彼
の
故
郷
、
彼
の
學
び
π
る
學
校
、
彼
の
食
え
た

る
大
學
、
彼
の
族
行
地
に
つ
き
て
は
、
そ
の
最
も
多
く
は

そ
の
天
然
、
そ
の
生
活
ご
共
に
、
私
の
曾
て
親
し
く
禮
験



し
た
所
で
あ
る
こ
ご
も
、
亦
た
私
を
し
て
一
骨
本
題
目
に

興
味
を
戚
せ
し
め
て
、
今
日
こ
＼
に
御
清
聴
を
煩
は
す
こ

ご
に
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
本
誰
演
の
根
本
史
料
は
何
か
ご
い
ふ
こ
ざ
は
、

極
め
て
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ベ
ン
ス
グ
シ
ヒ
テ

　
第
一
、
ラ
ソ
ヶ
の
『
生
涯
史
』
ご
総
乱
せ
ら
れ
る
も
の
、

こ
れ
は
、
ラ
ン
ケ
選
集
五
十
四
零
二
八
六
七
一
一
八
九

〇
留
錫
出
版
）
の
最
終
憲
、
第
五
十
三
－
四
憲
合
冊
一
本

こ
な
っ
て
居
る
。
内
容
は
、
思
出
、
書
簡
抄
、
日
録
、
及

び
雑
の
四
部
か
ら
成
っ
て
居
る
。
そ
の
内
、
最
も
本
講
演

に
大
切
な
る
は
思
出
ざ
書
簡
抄
ざ
で
あ
る
。
思
出
は
一
八

六
三
年
、
一
八
六
九
年
、
前
記
の
一
八
七
五
年
及
び
一
八

入
五
年
の
そ
れ
ら
か
ら
成
る
、
重
三
抄
は
一
八
一
九
年
西

田
デ
ル
河
上
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ー
ル
ト
中
庸
摺
師
時
代
以
後

の
も
の
で
、
三
百
二
十
九
池
か
ら
成
っ
て
居
る
。
省
ほ
、

未
刊
の
書
簡
四
十
蓮
が
ラ
ン
ケ
の
子
フ
ワ
ド
ゥ
ヘ
ル
ム
に

よ
っ
て
一
九
〇
四
年
一
月
以
後
の
ド
イ
ソ
チ
ェ
・
レ
ヴ
ィ
ユ

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究

ロ
ー
マ
ン
チ
ソ
ク
畦
代
に
於
け
ろ
一
青
年
史
家
の
止
立

に
蠕
け
に
さ
れ
て
居
る
、
そ
の
外
に
、
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ

ン
ビ
の
往
復
書
簡
が
あ
る
、
下
記
墾
考
書
を
見
よ
。

　
第
二
、
ラ
ン
ケ
の
青
年
期
の
著
作
で
あ
る
、
そ
の
主
要

な
る
も
の
は
一
入
二
四
年
の
『
ロ
ー
マ
風
グ
ル
マ
ニ
風
諸

民
族
の
歴
史
』
、
一
入
二
七
年
の
『
南
隊
の
諸
潜
主
及
び
民

族
、
そ
の
一
、
オ
ス
マ
ニ
及
び
イ
ス
バ
ニ
ャ
王
國
』
、
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

ニ
入
年
の
『
セ
ル
ヅ
イ
や
革
命
』
等
で
あ
る
Q

　
第
三
、
近
親
の
空
々
の
ラ
ン
ケ
に
關
す
る
思
禺
等
の

類
、
就
中
、
ラ
ン
ケ
の
す
ぐ
次
の
弟
ハ
ィ
ン
ソ
ヒ
の
思
出

（一

ｪ
七
七
年
ス
ト
ソ
ト
ガ
ル
ト
出
版
）
、
そ
の
次
の
弟
フ

ェ
ル
ヂ
ナ
ン
ド
の
プ
フ
ォ
ル
タ
學
院
の
思
出
（
一
八
一
四
一

一
入
一
＝
年
、
　
一
八
七
四
年
出
版
）
ラ
ン
ケ
の
子
フ
ソ
ド

ゥ
ヘ
ル
ム
の
思
出
（
一
九
〇
四
年
）
、
そ
の
内
、
『
プ
フ
ナ
ル

タ
學
院
の
思
出
』
の
外
は
い
つ
れ
も
接
手
し
な
い
が
、
他

の
引
用
し
て
居
る
墾
考
書
に
徹
る
．

　
そ
の
外
に
、
ラ
ン
ケ
の
青
年
期
に
交
際
叉
は
接
思
し
た

，
人
物
の
書
簡
や
著
述
は
、
本
題
目
を
コ
ン
レ
ロ
ー
ル
す
る

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
二
　
　
　
二
三
　
（
二
三
）



　
　
　
　
第
五
巻
　
研
究

に
必
要
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
私
は
そ
れ
ら
の
原
書
に
接
し

得
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
。
例
へ
ば
フ
ァ
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ソ

夫
妻
の
日
記
書
簡
の
類
、
ラ
ン
ケ
の
青
年
敷
授
期
に
於
け

る
學
問
上
反
封
者
た
る
歴
史
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
レ
ォ
の
書

　
い
π
も
の
等
で
あ
る
。
是
等
も
ま
た
他
の
墾
考
書
に
よ
っ

て
窺
ふ
め
外
は
な
い
。

　
以
下
、
曾
て
伯
林
大
領
及
び
そ
の
王
立
圖
書
館
に
於
て

ま
た
・
今
當
地
に
於
て
、
私
の
自
由
ご
な
り
た
る
史
料
及
び

若
干
の
一
般
墾
考
書
を
列
記
し
て
お
く
。
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］
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仲
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．
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お
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○
◎
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P

　
　
　
ニ
　
ナ
慕
レ
オ
ン
時
代
　
幼
少
期

　
ラ
ン
ケ
の
生
れ
た
の
は
、
　
一
七
九
五
年
十
二
月
下
旬
、

ザ
ク
ぜ
ソ
選
爆
公
領
内
、
チ
ュ
ー
ソ
ソ
グ
ソ
山
中
、
ウ
ン

ス
ト
ル
ー
ト
河
畔
の
年
和
な
る
田
舎
の
市
ヅ
ィ
ー
エ
で
あ

る
ρ

第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
ロ
ー
マ
ン
チ
ソ
〃
峰
代
に
於
け
ろ
一
青
年
吏
家
の
生
立

　
　
こ
の
年
は
佛
國
大
革
命
の
狂
瀾
怒
濤
が
、
國
内
に
三
つ

　
て
外
國
に
及
ぶ
時
で
あ
る
。
少
し
く
詳
は
し
く
い
へ
ば
、

内
で
は
恐
赫
政
治
始
め
て
亭
ぎ
、
國
民
協
議
會
は
総
務
政

治
の
憲
法
を
作
り
、
偶
稀
代
の
英
雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
傭
う

て
前
夕
を
砲
撃
鎭
歴
し
、
宛
ら
新
憲
法
の
血
祭
を
し
た
。

帥
ち
天
下
…
統
の
支
配
者
た
る
べ
き
ナ
ポ
レ
オ
ン
出
世
の

初
舞
壷
が
開
か
れ
た
。
外
で
は
バ
ー
ゼ
ル
講
和
成
立
し
、

プ
ロ
シ
ャ
は
佛
共
和
國
ご
和
し
、
欧
洲
の
戦
局
か
ら
脱
退

し
て
、
北
方
猫
逸
諸
國
ご
共
に
局
外
中
立
に
つ
い
だ
。
印

ち
プ
ロ
シ
ャ
の
中
立
十
年
間
、
随
っ
て
北
口
に
於
け
る
實

業
そ
の
他
三
和
生
活
の
繁
昌
、
就
中
、
交
藝
で
は
グ
t
プ

．
シ
〃
う
の
ワ
イ
マ
ー
ル
に
於
け
る
提
鵬
…
の
時
代
が
始
ろ

た
。

　
さ
れ
ば
、
ラ
ン
ケ
が
十
同
の
誕
辰
を
了
へ
て
間
も
な
く

恰
も
プ
ロ
シ
ャ
が
再
び
劒
を
抜
い
て
起
っ
て
居
る
。
そ
れ

か
ら
、
こ
の
故
フ
レ
デ
ソ
ク
大
王
の
臨
戦
が
イ
エ
ー
ナ
、

ア
ウ
エ
川
ス
タ
ッ
ト
の
戦
で
忽
ち
脆
く
土
崩
琵
解
し
、
そ

　
喝　

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
二
五
　
（
二
、
五
）



　
　
　
箆
五
巷
　
研
究

の
結
果
、
ナ
ボ
レ
ォ
ソ
は
ロ
シ
ヤ
ご
結
び
て
天
下
一
統
の

二
輪
を
企
て
た
が
、
幾
ば
く
も
な
く
反
鋤
起
っ
て
、
諸
國

民
の
自
由
戦
役
ま
で
、
数
年
聞
自
ら
維
持
す
る
ご
い
ふ
時

代
ε
な
る
。
随
て
、
ラ
ソ
ヶ
の
少
年
及
び
そ
れ
か
ら
青
年

へ
の
過
渡
時
期
は
、
恰
も
佛
國
大
革
命
の
蓮
績
た
る
ナ
ボ

レ
ォ
ソ
の
出
世
及
び
そ
の
支
配
，
即
ち
文
化
史
上
ロ
ー
マ

ン
デ
ッ
ク
登
生
時
代
に
相
面
し
て
居
る
。
　
こ
の
世
界
的
時

代
ご
、
彼
は
如
何
な
る
交
渉
を
有
っ
て
居
る
か
い
本
直
の

主
要
問
題
で
あ
る
。

　
彼
の
最
初
の
環
．
境
は
頗
る
限
局
さ
れ
て
居
た
。
彼
の
門

先
及
び
一
族
關
係
は
、
ヅ
ィ
ー
エ
を
中
心
ご
し
た
約
十
里

乃
至
十
二
里
ば
か
り
を
宇
径
こ
す
る
圏
内
に
あ
っ
た
　
但

し
、
こ
の
圏
内
に
は
文
化
史
上
面
な
り
重
要
な
る
場
駈
が

含
ま
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
エ
ル
フ
ー
ル
ト
も
、
ワ
イ
マ
ー

ル
も
、
イ
ェ
！
ナ
も
、
ナ
ウ
ム
プ
ル
グ
も
、
　
ハ
ル
レ
も
、

ま
た
ル
プ
μ
の
故
廊
卿
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
や
ア
イ
ス
レ
ー
。
ヘ

ン
も
、
術
ほ
叉
た
猫
獄
中
古
史
の
傳
説
に
富
ん
だ
幾
多
の

ロ
ー
マ
ン
チ
ン
ク
昨
代
に
於
け
る
一
壷
年
吏
家
の
焼
立

　
　
　
　
　
　
　
偵
謝
　
一
　
號
　
　
　
　
二
山
ハ
　
（
二
六
）

奮
蹟
、
例
へ
ば
キ
フ
ホ
イ
ザ
の
巌
窟
や
ゴ
ー
ル
ド
子
・
ア

ウ
エ
の
沃
野
も
、
將
た
ま
π
有
名
な
る
ハ
ル
ッ
山
の
一
部

も
．
い
つ
れ
も
そ
れ
で
あ
る
。
有
名
な
る
ラ
イ
プ
チ
ヒ
や
ウ

ィ
ソ
テ
ン
。
ヘ
ル
グ
、
は
た
ワ
川
ト
ブ
ル
グ
の
あ
る
ア
イ
ゼ

ナ
ハ
は
み
な
圏
外
に
あ
る
け
れ
ざ
も
、
さ
ほ
ご
遠
く
離
れ

て
は
居
な
い
。
而
し
て
彼
自
劣
の
少
年
時
代
の
行
動
は
、

以
上
指
摘
し
た
場
所
に
は
概
し
て
ま
だ
直
接
に
は
．
鰯
れ
て

居
な
い
ざ
思
は
れ
る
位
に
限
ら
れ
て
居
た
。

　
彼
の
家
は
チ
ュ
ー
ソ
ン
ゲ
ン
固
有
の
信
仰
た
る
新
芋
の

信
者
で
、
そ
の
応
診
上
位
麗
は
第
三
級
に
面
す
。
彼
の
租

工
臨
に
親
類
の
う
ち
に
牧
師
や
鼎
…
師
が
あ
っ
た
ψ
彼
の
．
父

は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
學
出
身
の
歌
師
で
、
ヅ
ィ
ー
エ
の
裁
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ツ
タ
ヌ
グ
　
ト

所
に
…
勤
め
、
爾
ほ
一
個
の
騎
士
の
御
領
を
も
所
有
経
吝
し

て
居
る
、
市
に
は
ザ
ク
ぜ
ン
の
軍
隊
が
駐
屯
し
て
居
る
。

要
咳
⇔
に
、
彼
の
家
は
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ツ
の
片
田
舎
、

百
姓
の
人
口
が
卓
越
し
、
而
も
牧
師
も
將
稜
も
法
律
塚
も

慰
師
も
柱
歯
し
て
、
．
そ
れ
ぐ
の
知
識
階
級
が
多
少
な
り

O



こ
も
代
表
さ
れ
て
居
る
極
め
て
孕
和
な
小
都
會
に
煮
て
、

そ
の
中
産
的
知
識
階
級
に
照
し
て
居
る
こ
い
へ
る
。

　
彼
は
十
一
歳
の
時
、
ア
ウ
エ
ル
ス
タ
ン
ト
の
砲
戦
の
地

響
を
、
故
郷
の
附
近
の
小
山
に
登
っ
て
、
聞
ゆ
る
こ
も
い

ひ
聞
え
な
い
ご
も
い
ふ
程
度
で
、
か
す
か
に
聴
い
た
こ
畳

え
て
居
る
。
つ
い
で
プ
ロ
シ
ャ
軍
の
敗
走
、
青
丹
の
追
撃

ε
な
り
、
そ
れ
み
＼
の
軍
人
が
順
次
に
市
に
入
っ
て
來

た
。
そ
れ
で
佛
兵
の
來
た
時
市
の
校
長
は
、
市
で
唯
だ
ひ

ご
り
僅
か
佛
語
の
出
來
る
青
年
1
そ
れ
は
牧
師
の
怨
で

こ
の
畳
鰯
人
の
通
辮
を
つ
こ
め
た
男
1
か
ら
俄
か
に
こ

の
外
國
語
の
稽
古
を
始
め
な
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
レ
オ
ボ
ー
ル
ド
は
市
か
ら
一
里
あ
ま
り
の
ド
ン
ド

　
　
ク
ロ
　
ス
タ
シ
ユ
　
レ

ッ
ノ
フ
修
道
院
學
校
に
邊
ら
れ
穴
。
彼
は
こ
、
に
二
年
間
居

る
間
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
イ
ス
パ
ニ
ャ
か
ら
野
里
に
向
っ

て
呈
し
た
宣
言
を
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
新
聞
で
面
自
く
賜
ん

だ
。
そ
れ
か
ら
一
入
〇
九
年
の
五
月
。
シ
ュ
ー
ル
プ
フ
ナ
ル

タ
に
入
る
こ
ご
が
出
來
た
∂

　
　
　
弟
五
奮
　
　
研
究

・
⊥
、
ン
チ
ツ
ク
臨
代
に
於
け
る
一
河
年
史
家
の
坐
立

　
抑
も
こ
れ
は
ヴ
ィ
ー
エ
か
．
ら
六
七
里
ば
か
り
、
本
ご
は

こ
れ
も
修
滋
院
で
あ
っ
た
の
が
、
か
の
敢
會
改
革
の
際
に

改
造
さ
れ
て
出
遊
π
三
個
の
ザ
ク
ぜ
ン
の
フ
ユ
ル
ス
プ
ン

シ
ユ
ー
レ
君
主
學
稜
の
一
、
而
も
そ
の
最
も
有
名
な
も
の

で
あ
る
。
場
所
は
實
に
静
か
な
ザ
ー
レ
の
難
問
に
あ
っ
て

學
稜
だ
け
で
濁
立
自
呈
す
る
理
想
的
別
天
地
を
作
り
、
古

典
中
學
の
模
範
こ
な
っ
て
居
る
。
二
＼
か
ら
幾
多
の
名
士

が
輩
出
し
た
。
只
だ
そ
の
二
三
を
指
摘
す
る
ε
、
十
八
世

紀
の
有
名
な
猫
逸
的
王
入
ク
ロ
ソ
プ
ス
ト
ソ
ク
が
あ
る
。

哲
學
者
フ
ィ
ヒ
テ
も
視
た
こ
、
の
出
身
だ
．
是
等
は
ラ
ン

ケ
の
先
輩
で
あ
る
。
序
に
、
後
の
出
身
者
を
あ
げ
る
ご
、

近
く
で
は
哲
麗
ナ
墨
田
ー
チ
エ
も
、
一
斗
乱
暦
家
ラ
ソ
プ
レ
ヒ
ト

も
そ
れ
だ
Q

　
か
く
の
如
き
即
吟
で
一
八
一
四
年
の
春
ま
で
五
年
（
六

年
の
代
り
に
）
在
學
し
、
ラ
ン
ケ
は
具
さ
に
最
要
敷
育
を

受
け
て
彼
の
將
來
大
成
の
墓
礎
た
る
文
獄
的
素
養
を
か
ち

得
だ
」
こ
の
間
の
趣
味
深
き
思
出
は
彼
の
物
語
に
出
て
居

　
　
　
　
　
　
　
箪
一
三
　
　
　
二
七
　
（
二
七
）



’

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究

　
る
。
ま
た
こ
の
書
院
そ
の
も
の
、
事
は
彼
の
次
の
く
弟

　
フ
ェ
ル
ヂ
ナ
ン
ド
の
『
一
入
一
四
－
二
一
年
間
シ
ュ
ー
ル
プ

　
フ
ナ
ル
タ
の
思
出
』
を
墾
面
す
べ
き
で
あ
る
。
因
に
い
ふ

．
ラ
ン
ケ
は
男
で
は
同
胞
五
人
の
最
長
兄
で
、
五
人
な
が
ら

す
べ
て
相
つ
い
で
こ
の
同
じ
中
吊
に
入
っ
て
、
昼
時
ザ
ク

　
ぜ
ン
の
有
名
な
る
帰
校
改
良
家
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
所
謂

『
ヘ
リ
コ
ン
』
（
子
忌
の
あ
る
山
ク
ナ
ー
ベ
ン
ペ
川
グ
を
聡

　
し
て
）
に
遊
ぶ
ミ
ゥ
ー
ゼ
の
兜
等
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
（
［
）

　
　
ロ
バ
だ
一
つ
　
問
題
こ
す
べ
き
こ
ご
が
あ
る
Q
そ
れ
は
政
治

　
史
上
か
ら
も
、
文
化
史
上
か
ら
い
っ
て
も
一
こ
の
驚
天
動

　
地
の
危
機
に
於
て
」
如
何
に
籠
城
ま
義
の
プ
フ
ナ
ル
氏
文

　
院
の
う
ち
で
も
、
そ
の
在
學
生
が
何
等
の
微
動
を
も
介
せ

　
す
に
居
ら
れ
た
ら
う
か
、
こ
い
ふ
職
で
あ
る
．

　
　
抑
も
當
時
の
ラ
ン
ケ
の
環
境
は
、
上
述
の
如
き
家
族
並

　
に
學
校
關
係
か
ら
推
察
さ
れ
る
池
り
、
チ
ュ
ー
リ
’
ン
ゲ
ン

　
山
中
の
田
舎
の
宛
然
中
古
的
生
活
状
態
で
あ
っ
た
ご
い
人

　
る
。
只
だ
羽
入
世
紀
の
啓
蒙
の
風
潮
が
時
勢
な
み
に
多
少

ロ
ー
一
、
ン
チ
ソ
ク
昨
代
に
於
け
る
一
青
縮
笹
家
の
生
立

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
二
八
（
二
八
）

こ
、
に
も
浸
潤
し
て
居
た
ば
か
り
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
最

近
勃
興
の
民
間
文
學
思
潮
に
つ
い
て
は
、
　
ク
ロ
ソ
プ
ス
ト

ソ
ク
は
亡
国
の
先
輩
で
、
學
院
の
内
に
そ
の
記
念
の
泉
も

残
り
、
既
に
大
名
を
成
し
て
生
徒
か
ら
．
鯨
ば
れ
て
居
る
。

フ
，
4
ヒ
プ
は
同
じ
学
院
出
身
の
先
輩
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、

ま
だ
ラ
ン
ケ
の
在
學
中
に
凝
す
る
思
出
に
は
現
は
れ
て
居

な
い
。
次
に
出
ム
身
者
で
は
な
い
が
、
ゲ
ー
ラ
．
こ
シ
ル
ラ
！
は

流
石
に
生
徒
等
の
あ
こ
が
れ
の
中
に
入
っ
て
來
た
　
し
か

し
、
ラ
ン
ケ
の
物
語
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
現
代
文
學
は

只
だ
雲
燗
過
眼
に
流
行
し
た
ば
か
り
で
、
眞
面
目
の
研
究

ε
い
へ
ば
、
登
然
古
代
世
界
の
み
に
向
け
ら
れ
て
居
る
。

而
し
て
現
代
の
英
雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
そ
の
人
物
に
つ
き
て
は

少
青
年
間
の
人
事
頗
る
高
か
っ
た
ご
あ
る
。
こ
の
際
、
地

方
の
領
圭
ザ
ク
ぜ
ソ
の
君
が
、
既
に
王
號
を
許
さ
れ
て
ラ

イ
ン
同
盟
に
加
入
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
帝
國
の
用
を
勤
め

て
居
る
こ
ご
は
、
わ
れ
一
の
記
臆
し
お
く
べ
き
こ
ご
で

あ
る
。
既
に
し
て
ナ
ポ
．
レ
オ
ン
の
ロ
シ
ヤ
征
伐
の
大
軍
が



績
々
前
…
記
し
た
。
學
院
の
周
壁
は
國
撹
に
沿
ふ
て
居
る
か

ら
、
佛
蘭
西
の
聯
隊
の
通
過
が
あ
り
く
ご
見
ら
れ
た
。

明
く
れ
ば
一
八
＝
二
年
の
春
、
武
運
は
既
に
逆
縛
し
た
。

聯
合
軍
は
始
め
て
ザ
ク
ぜ
ン
に
打
ち
入
っ
た
。
若
き
ラ
ン

ケ
等
は
始
め
て
コ
ザ
ソ
ク
の
姿
を
目
撃
し
た
。
や
が
て
そ

の
夏
、
佛
蘭
‘
西
皇
帝
新
募
の
大
兵
を
提
げ
て
再
び
現
は
れ

た
か
ら
、
黙
思
の
前
面
に
程
近
き
ケ
ー
ぜ
ン
の
高
趣
を
人

波
の
打
ち
寄
せ
て
ゆ
く
の
が
望
ま
れ
た
。
帥
ち
ソ
ユ
ソ
ッ

ェ
ン
の
戦
ご
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
聯
合
軍
は
や
が
て
退

却
し
た
。
こ
の
愛
化
に
富
め
る
活
劇
の
大
詰
は
、
秋
高
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
エ
ル
ケ
ル
シ
ユ
ラ
ハ
ト

匡
岬
肥
ゆ
る
十
月
一
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
於
け
る
『
諸
國
民
の
大

毒
載
』
こ
な
る
べ
さ
・
・
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
く
眼
前
を
往

照
す
る
廣
大
な
る
封
抗
運
動
に
封
し
て
、
生
徒
等
の
心
も

ち
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
最
初
の
間
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
及
び

そ
の
諸
子
軍
の
口
耳
赫
々
ざ
し
て
下
院
を
座
し
、
若
殿
ば

ら
『
ヘ
リ
コ
ソ
の
山
』
に
於
け
る
葡
且
の
ヶ
ー
グ
ル
遊
び
に

も
、
彼
等
は
て
ん
で
に
將
軍
等
の
名
乗
を
揚
げ
た
位
で
あ

　
　
　
・
第
五
谷
　
　
研
究

ロ
ー
了
ノ
チ
ソ
グ
昧
代
に
於
け
る
一
青
年
史
家
の
生
立

◇
た
。
し
か
し
．
時
ご
共
に
人
里
は
次
第
に
移
っ
た
。
聯

合
軍
の
自
由
尊
宅
の
宣
言
が
彼
等
の
間
に
潤
び
聴
か
れ
る

や
う
に
な
っ
た
。
ラ
ン
ケ
は
こ
の
際
恰
も
タ
シ
ッ
ス
の
．
古

典
を
讃
み
、
特
に
か
の
ブ
リ
タ
ニ
や
征
伐
の
羅
馬
將
軍
ア

グ
ソ
コ
ラ
傳
を
研
究
し
て
居
っ
た
か
ら
、
眼
前
の
龍
袈
虎

縷
の
さ
ま
を
垣
間
見
て
は
、
ゆ
く
り
な
く
プ
ソ
タ
ニ
ャ
の

女
傑
ボ
ア
ヂ
シ
ァ
劉
羅
馬
入
の
抗
票
が
彼
の
脳
程
に
津
み

之
を
携
任
の
皇
師
に
話
し
て
、
こ
の
同
一
覗
の
姜
當
な
る

こ
ご
を
確
認
さ
れ
沈
ε
い
っ
て
居
る
。
こ
の
邊
に
未
來
の

歴
史
家
の
面
影
が
窺
は
れ
る
G

　
か
く
の
如
く
浮
世
の
荒
波
は
途
に
修
道
学
院
の
周
壁
に

も
推
し
寄
せ
た
か
ら
、
若
き
ラ
ン
ケ
等
も
そ
の
強
大
な
る

波
動
を
戚
せ
す
に
は
居
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ダ

確
か
な
る
現
實
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ざ
も
彼
の
思
出
を
借
り

て
い
へ
ば
、
『
し
か
し
我
等
の
間
に
は
、
プ
ロ
シ
ャ
青
年

の
大
衆
を
動
か
し
た
か
の
強
烈
な
戦
雪
熟
に
罹
る
も
の
は

砂
か
つ
た
。
只
だ
軍
個
の
者
が
こ
れ
に
威
じ
て
學
院
を
罷

　
　
　
　
　
　
　
算
一
口
　
　
　
二
九
　
（
二
九
）



　
　
　
猿
五
巻
　
　
研
　
究

り
出
た
ば
か
り
だ
。
私
自
身
は
こ
れ
を
思
ひ
能
ふ
に
は
彫

り
に
溺
か
つ
た
。
凡
そ
一
個
の
大
國
家
が
倒
れ
た
が
故
に

全
力
を
つ
く
し
て
之
を
恢
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
い

ふ
、
こ
の
熟
情
か
ら
認
り
出
る
特
殊
の
衝
動
は
、
我
等
の

學
院
の
壁
内
に
は
少
し
も
流
れ
込
む
に
至
ら
な
か
っ
た
。
』

こ
れ
が
老
ラ
ン
ケ
の
告
自
で
あ
る
。
所
詮
こ
．
の
微
温
的
態

度
は
ザ
ク
ぜ
ン
君
主
學
稜
の
一
般
風
潮
で
あ
っ
て
、
輩
に

ラ
ソ
ヶ
一
人
に
限
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
け
れ
ざ
も
、

こ
の
際
、
吾
人
は
次
の
二
つ
の
事
項
を
注
意
す
る
が
よ
か

ら
う
。
第
一
ラ
ソ
ヶ
の
天
性
が
穏
健
に
作
ら
れ
て
居
た
こ

ご
、
第
二
、
當
時
十
累
歳
の
青
年
に
し
て
中
言
上
級
生
で

あ
り
な
が
ら
、
如
上
の
シ
ュ
ー
ル
・
プ
フ
ナ
ル
タ
特
有
の
稔

歪
な
芸
風
に
よ
っ
て
彼
の
天
性
が
盆
保
護
さ
れ
た
こ
ド
｝
で

あ
る
。
若
し
ラ
ン
ケ
が
最
初
か
ら
プ
ロ
シ
ャ
領
の
住
人
で

プ
レ
ス
ラ
ゥ
か
、
伯
林
か
、
若
く
ば
ハ
ル
レ
か
．
の
或
る
中

學
に
在
黒
し
て
居
っ
た
な
ら
ば
、
彼
の
性
行
が
斯
く
の
如

き
中
學
を
實
際
風
靡
し
た
大
勢
に
よ
っ
て
何
等
か
の
異
常

ロ
ー
｝
、
ン
チ
ソ
ク
噂
代
に
於
け
ろ
一
青
年
史
家
の
生
立

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
二
　
　
　
三
〇
　
（
三
〇
）

な
る
影
響
を
受
け
す
に
居
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
ラ
ン
ケ
は
幼
少
の
時
身
禮
虚
弱
で
、
十
三
歳
ご
ろ
ま
で

大
病
に
罹
り
や
す
く
、
こ
か
く
成
長
を
危
ぶ
ま
れ
た
。
さ

れ
ざ
準
生
自
然
を
よ
ろ
こ
び
て
散
歩
し
、
遺
跡
を
な
つ
か

し
み
て
遠
足
し
、
質
實
な
生
活
ご
規
期
正
し
い
働
作
ご
で

そ
の
後
は
次
第
に
病
抜
け
し
て
、
す
っ
か
り
健
康
ご
な
っ

た
。
そ
れ
で
身
膿
は
小
作
り
で
、
軍
需
に
、
し
か
し
時
々

い
そ
ノ
、
し
た
身
振
り
し
て
、
朗
・
ら
か
な
昔
聲
ご
、
敏
速

い
話
し
方
で
、
見
る
か
ら
全
然
活
き
一
し
て
居
る
。
頭

は
釣
合
は
つ
れ
て
大
く
、
額
秀
で
、
毛
は
豊
か
に
黒
味
で

眼
は
輝
き
、
如
何
に
も
内
的
生
活
の
帯
留
、
清
新
、
深
奥

さ
を
窺
は
し
め
る
℃
こ
の
精
帥
の
登
展
は
頗
る
早
く
且
つ

確
か
で
あ
っ
た
。
遊
戯
は
敢
て
避
け
な
か
っ
た
け
れ
こ
も

ざ
ち
ら
か
ご
い
ふ
ご
、
ひ
ご
り
で
考
へ
込
む
ご
い
ふ
風
が

目
立
っ
た
Q
彼
の
知
識
慾
は
生
れ
が
な
ら
に
し
て
盛
ん
・
に

何
等
の
刺
撃
を
要
し
な
か
っ
た
、
さ
う
し
て
そ
の
進
歩
極

め
て
顯
著
で
あ
っ
た
（
二
）
。
實
に
彼
の
標
語
は
『
勤
勢
そ
れ

■



自
ら
が
樂
み
』
．
ピ
p
σ
9
首
窪
く
。
［
二
℃
鼠
脇
｝
で
め
っ
た
の
で

わ
る
。
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掴掬

嵭
ﾌ
土
憂
動
の
意
義文

學
博
士

石
　
橋

五
　
郎

　
　
　
　
昭
　
　
’

　
千
九
百
十
九
年
六
月
二
十
入
日
、
ヅ
エ
ル
テ
イ
ユ
宮
殿

に
似
て
結
ば
れ
た
る
講
和
條
約
に
依
り
て
、
濁
逸
は
其
本

國
に
於
て
約
三
萬
八
千
方
哩
の
版
圖
ご
、
其
全
殖
民
地
一

百
萬
幽
翠
を
失
び
、
濁
世
領
土
は
將
に
大
な
る
躍
動
を
來

さ
ん
ご
し
て
み
る
。

　
聯
合
國
が
割
譲
に
よ
り
て
、
黒
黒
に
領
土
の
漫
更
を
な

さ
し
め
し
原
因
は
、
猫
逸
の
敗
靭
に
よ
る
こ
ご
勿
論
な
る

が
、
其
愛
動
を
受
け
た
る
個
々
の
地
方
に
就
て
見
れ
ば
、

各
論
理
由
、
意
義
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
こ

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
猫
逸
領
土
愛
勤
の
意
義

れ
ら
の
意
義
理
由
等
は
、
或
意
味
に
於
て
一
般
領
士
に
封

ず
る
現
代
思
想
を
反
映
す
る
も
の
と
見
ら
る
、
か
ら
、
予

は
薙
に
此
等
に
就
て
、
少
し
く
考
ふ
る
所
を
述
べ
ん
ご
思

ふ
。　

聯
合
國
が
濁
逸
に
與
へ
た
る
條
約
丈
の
第
三
章
『
柑
子

に
於
け
る
政
治
的
條
項
』
中
に
は
、
割
譲
に
よ
る
濁
逸
領

土
の
愛
動
に
就
き
て
の
政
治
的
關
係
を
説
い
て
あ
る
が
、

個
中
に
は
共
割
譲
等
に
よ
る
領
土
墾
化
の
理
由
を
、
稀
に

は
指
摘
し
て
み
る
所
も
あ
る
。
例
令
ば
ザ
ー
ル
河
流
域
及

び
ア
ル
ナ
ス
ロ
ー
レ
ン
の
割
護
に
關
す
る
記
述
の
如
き
は

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
三
一
　
（
三
一
）


